
主
な
目
的
は
、
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
開
発
途
上
国
の
経
済
・
社
会
の
発
展
、
復
興
へ
の
寄
与
。

二
つ
目
は
、
異
文
化
社
会
に
お
け
る
相
互
理
解
の
深
化
と
共
生
。
三
つ
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の

社
会
還
元
で
す
。
な
か
で
も
、
青
年
海
外
協
力
隊
は
事
業
発
足
か
ら
五
〇
年
以
上
と
い
う
長
い
歴
史
を

持
ち
、
こ
れ
ま
で
に
の
べ
四
万
人
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
技
術
系
、
医
療
系
、
教
育
系
、
農
業
系
、
ス
ポ
ー
ツ
系
な
ど
の
職
種
が
あ
り
自
分
の
持
っ
て
い
る
知

識
、
技
術
、
経
験
な
ど
を
活
か
せ
る
の
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
徴
で
あ
る
。

③
ペ
ル
ー
の
歴
史

ペ
ル
ー
の
文
明
は
南
ア
メ
リ
カ
最
古
の
も
の
で
、
近
隣
国
は
ペ
ル
ー
の
領
域
と
帝
国
か
ら
出
現
し
始

め
た
も
の
で
あ
る
。
最
新
の
研
究
で
は
、
ペ
ル
ー
に
お
け
る
最
初
の
文
明
は
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
年
前
に

カ
ラ
ル
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
ラ
ル
文
明
の
後
、
ア
ン
デ
ス
文
明
は
ペ
ル
ー
の
様
々
な
地

域
に
拡
大
し
、
多
く
の
考
古
学
的
遺
産
や
無
形
遺
産
を
残
す
文
明
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
後
に
南
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
最
も
重
大
な
文
明
と
言
わ
れ
る
イ
ン
カ
帝
国
が
誕
生
し
た
。
イ
ン
カ
帝
国
は
ビ
ル
カ
ノ

タ
皮
渓
谷
の
中
腹
か
ら
高
地
に
定
住
し
た
帝
国
で
あ
り
、
五
〇
〇
〇
年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
古
代
文
化

の
頂
点
を
極
め
て
い
た
。

　

ま
た
タ
ワ
ン
テ
ィ
ス
ヨ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
ク
ス
コ
が
起
源
で
あ
り
首
都
で
あ
っ
た
。
領
土
は

現
在
の
ボ
リ
ビ
ア
・
エ
ク
ア
ド
ル
全
域
を
含
む
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
チ
リ
そ
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
ま
で
お

よ
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ペ
ル
ー
で
は
、
文
化
は
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
到
着
す

る
前
に
何
百
年
と
繁
栄
し
た
文
明
の
伝
統
と
習
慣
を
受
け
継
い
で
い
る
。

ま
た
異
文
化
と
の
交
流
に
よ
る
文
化
融
合
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
文
化
、
ア
ジ
ア
文
化
な
ど
の
ペ
ル
ー

に
根
付
い
た
文
化
の
影
響
を
受
け
よ
り
一
層
豊
か
さ
を
増
し
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
頃
に
日
本
か
ら
の

移
民
が
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
日
系
人
の
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
が
日
系
人
初
の
大
統
領
と
な
っ
た
。
ま

た
街
の
中
に
寿
司
や
た
こ
焼
き
な
ど
の
日
本
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
日
系
社
会
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

④
近
畿
大
学
の
派
遣
に
至
る
ま
で
の
動
向

　

私
た
ち
、
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
は
一
二
月
に
東
京
渋
谷
区
代
々
木
に
あ
る
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
四
日
間
の
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
に
は
、
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

隊
員
約
九
〇
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
で
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
講
義
が
あ
っ
た
。
講
義
内
容
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

「
現
地
で
の
活
動
手
法
」、「
健
康
管
理
・
安
全
管
理
」、「
社
会
的
多
様
性
理
解
・
活
用
力
」
の
三
つ
で
あ

①
は
じ
め
に

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（Japan International 

Cooperation A
gency

：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
日
本
の
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
一
次
元
的
に
行
う
実
施
機
関
と

し
て
、
開
発
途
上
国
へ
の
国
際
的
な
支
援
を
行
な
っ
て
い

る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
全
て
の
人
が
恩
恵
を
受
け
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
開
発
」
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
、

多
様
な
援
助
手
法
の
う
ち
最
適
な
手
法
を
用
い
る
事
を
徹

底
し
て
、
地
域
別
、
国
別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
課
題
別
ア
プ

ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
開
発
途
上
国
が
抱
え
る
課
題

の
課
題
解
決
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
、
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
野
球
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
に
二
〇
一
三
年
か
ら
派
遣

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
七
度
目
の
派
遣
と
な
っ
た
。
日
本
の
真
反
対
で
南
米
に
位
置
す
る
ペ

ル
ー
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
隣
に
あ
る
国
で
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。
南
米
と
い
う
事
も
あ
り
、
や
は
り
サ
ッ

カ
ー
が
ペ
ル
ー
で
一
番
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。
野
球
は
日
系
人
に
は
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
が
、
国
全
体
で
見
る
と
ま
だ
ま
だ
競
技
人
口
が
少
な
く
決
し
て
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
は

言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
年
々
野
球
人
口
は
増
加
し
て
い
る
が
サ
ッ
カ
ー
の
人
気
を
超
え
る
ス

ポ
ー
ツ
に
な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
野
球
道
具
の
不
足
や
、
練
習
環
境
も
十

分
で
は
な
い
な
ど
野
球
を
す
る
上
で
の
問
題
点
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
が
、
ペ
ル
ー
の
野

球
競
技
人
口
の
増
加
と
野
球
技
術
の
向
上
、
ま
た
現
地
人
と
の
国
際
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
て
現
地
で

の
活
動
を
行
な
っ
た
。

②
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
四
種
類
の
ボ
ラ
ン

チ
テ
ィ
ア
事
業
の
総
称
で
あ
り
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
の
一
環
と
し
て
一
九
六
五
年

に
青
年
海
外
協
力
隊
が
発
足
し
て
以
降
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
が
実
地
す
る
事
業
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
発
展
途
上
国
ま
た
は
日
系
人
社
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
そ
れ
に
見
合
っ
た
技
術
・

知
識
・
経
験
を
持
ち
、「
現
地
の
人
々
の
た
め
に
活
か
し
た
い
」
と
望
む
方
を
募
集
し
、
選
考
、
訓
練

を
経
て
派
遣
す
る
。

【報告】
JICA近畿大学連携ボラ
ンティア事業
―ペルー共和国野球振興支援 ボラ
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経営ビジネス学科
中村太郎　鈴田智大　有働卓冬　井上弘太
谷口龍成　東山力也　高石夏輝　井上直人
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る
。
こ
れ
ら
海
外
に
行
っ
た
と
き
に
必
要
に
な
る
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
心
構
え
な
ど
を
学
び
、

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
と
確
認
テ
ス
ト
を
受
け
、
理
解
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

　

講
義
で
は
、
実
際
の
海
外
の
交
通
状
況
の
写
真
や
実
際
に
海
外
を
体
験
し
て
い
る
人
の
実
体
験
の

話
、
そ
の
場
で
の
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
義
が
あ
り
、
日
本
と
は
違
う
環
境
で
の
行
動
の
仕

方
や
対
策
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
多
く
の
人
と
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
知
識
を
得

る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
を
受
け
、
海
外
で
重
要
な
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

約
一
か
月
の
活
動
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

⑤
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
（
ア
エ
ル
）

　

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
と
は
、
日
系
人
が
創
設
し
た
総
合
型
運
動
施
設
で
あ
る
。
施
設
内
に
は
野
球
場
だ
け
で
は

な
く
、
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
場
、
テ
ニ
ス
場
や
屋
内
外
の
プ
ー
ル
、
陸
上
競
技
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

を
行
な
う
え
で
日
本
と
大
差
の
な
い
施
設
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
施
設
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
も

兼
ね
備
え
ら
れ
て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
そ
ば
や
カ
ツ
丼
な
ど
の
日
本
食
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
他

に
も
日
本
語
の
看
板
や
、
日
本
語
を
話
す
こ
と
の
出
来
る
店
員
が
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
日
本
人
で

あ
る
我
々
も
困
惑
す
る
こ
と
な
く
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
回
の
派
遣
で
は
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
を
中
心
に
野
球
の
指
導
を
行
な
っ
た
。
ペ
ル
ー
で
選
抜
さ
れ
た
一
八
歳

以
下
の
子
供
達
の
指
導
を
主
に
行
い
、
現
地
の
一
般
の
子
供
達
に
も
指
導
し
た
。
練
習
内
容
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
ま
り
、
ノ
ッ
ク
、
応
用
練
習
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ
で
行
な
っ
た
。
そ
の
中

で
我
々
近
畿
大
学
生
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
子
供
達
に
指
導
し
た
。

ま
た
今
年
も
昨
年
同
様
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
主
催
の
大
会
に
参
加
し
た
。
日
本
の
グ
ラ
ン
ド
と
は
異
な
り
木
製

の
マ
ウ
ン
ド
や
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
凹
凸
の
グ
ラ
ン
ド
で
の
試
合
で
と
て
も
大
変
だ
っ
た
。

　

最
後
に
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
施
設
の
関
係
者
の
方
々
は
、
我
々
近
畿
大
学
生
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
と

て
も
活
動
し
や
す
い
環
境
だ
っ
た
。
改
め
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

AELU

　　　　　　AELU

　　　　　　　AELU
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⑥
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
は
、
今
回
私
た
ち
が
主
に
活
動
を
し
た
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
同
様
、
野
球
場
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
体
育
館
な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き

る
総
合
運
動
施
設
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
球
場
は
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
の
球
場
と
異
な
り
、
外
野
の
芝
生
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
て
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
バ
ウ
ン
ド
し
て
プ
レ
ー
が
し
辛
い
場
面
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
と
比
べ
て
駐
車

場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
苦
労
す
る
場
面
が
あ
り
球
場
付
近
も
危
険
な
場
所
が
あ
っ

た
。

　

今
回
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
球
場
は
、
主
に
子
供
達
と
の
合
同
練
習
や
技
術
指
導
の
活
動
で
使
用
し
た
。
Ｕ

一
八
の
合
同
練
習
で
は
、
我
々
が
教
え
る
こ
と
が
少
な
く
想
像
し
て
い
た
以
上
に
レ
ベ
ル
が
高
い
子
供

た
ち
が
多
か
っ
た
。
子
供
達
の
技
術
指
導
で
は
、
三
日
間
行
い
初
日
は
人
数
も
多
か
っ
た
が
二
日
目
三

日
目
と
な
る
と
人
数
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
っ
た
。
野
球
の
ル
ー
ル
も
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な
い
初
心

者
の
子
供
も
多
く
技
術
指
導
と
い
う
よ
り
は
野
球
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
試
合
を

行
い
子
供
達
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
野
球
道
具
の
寄
贈
も
行
い
子

供
達
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
。
日
本
と
ペ
ル
ー
と
で
は
、
指
導
方
針
の
違
い
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑦
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
カ
ン
ト
ゥ
ー
タ

　

私
た
ち
が
宿
泊
し
た
施
設
は
ホ
テ
ル
・
カ
ン
ト
ゥ
ー
タ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
日
本
人
が
経
営

し
て
お
り
、
朝
食
は
日
本
食
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
夕
食
は
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
一
〇

ド
ル
で
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

部
屋
は
一
人
部
屋
、
二
人
部
屋
、
三
人
部
屋
で
各
部
屋
に
タ
ン
ス
が
あ
り
広
さ
も
不
自
由
な
い
広
さ

だ
っ
た
。
お
風
呂
と
ト
イ
レ
は
共
同
で
全
て
の
フ
ロ
ア
に
あ
っ
た
。
洗
濯
は
ホ
テ
ル
の
従
業
員
が
手
洗

い
か
ら
干
す
と
こ
ろ
ま
で
全
て
や
っ
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
会
が
終
わ
っ

た
ら
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
経
営
者
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
り
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ホ
テ
ル
に
は
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
が
整
っ
て
お
り
、
日
本
の
番
組
等
も
視
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
一
か
月
間
の

派
遣
期
間
ほ
と
ん
ど
不
自
由
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑧
試
合
の
様
子

　

日
本
人
ペ
ル
ー
移
民
一
二
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

喜
ば
し
い
こ
と
に
、
近
畿
大
学
は
記
念
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
ペ
ル
ー
代
表
、P

・Libre 

　　　CALLAO

　　　CALLAO

　　CALLAO
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の
三
チ
ー
ム
と
試
合
を
す
る
機
会
を
得
た
。

　

今
回
の
記
念
大
会
で
は
、
残
念
な
こ
と
に
三
位
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
野
球
を
通

し
て
現
地
の
方
々
と
国
際
交
流
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
。
言
葉
が
通

じ
な
い
中
、
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
試
合
が
終
わ
れ
ば
お
互
い
を
称
え
あ
い
野
球
を
通
し
て
仲
良

く
な
れ
た
こ
と
に
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
、
同
時
に
野
球
が
出
来
る
こ
と
に
も

改
め
て
感
謝
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

ペ
ル
ー
代
表
と
の
試
合
で
は
、
国
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が
多
く
試
合
で
は
苦
戦
し
た
。
日
本
人

に
は
な
い
、
ペ
ル
ー
の
人
た
ち
の
身
体
能
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
場
面
も
多
々
あ
っ
た
。
た
だ
、
近

畿
大
学
チ
ー
ム
も
そ
う
簡
単
に
は
負
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
為
、
バ
ン
ト
や
盗
塁
と
い
っ
た
攻
撃
で
相

手
を
揺
さ
ぶ
っ
た
り
し
て
、
奮
闘
し
た
。
試
合
後
に
は
、
お
互
い
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
帽
子
な
ど
を
交
換

し
た
り
、
閉
会
式
後
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
食
事
会
が
あ
り
、
交
流
す
る
機
会
が
と
て
も
多
か
っ
た
。

　

今
回
、
移
民
一
二
〇
周
年
と
い
う
記
念
大
会
に
参
加
し
、
交
流
が
で
き
た
こ
と
、
貴
重
な
体
験
を
た

く
さ
ん
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
。

⑨
ま
と
め

　

二
〇
一
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
近
畿
大
学
の
事
業
連
携
は
、
今
回
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
ペ
ル
ー
で
七
回
目
の
活
動
を
行
な
っ
た
。
主
な
活
動
内
容
は
、
現
地
の
子
供
達
へ
の
野
球
の
指

導
、
現
地
チ
ー
ム
と
の
試
合
、
日
本
人
学
校
へ
の
訪
問
な
ど
で
す
。

　

今
回
は
主
に
ア
エ
ル
、
カ
ジ
ャ
オ
、
チ
ョ
リ
ー
ジ
ョ
ス
、
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
で
指
導
を
行
っ
た
。
小
学
校

低
学
年
の
子
供
達
も
数
多
く
見
ら
れ
た
の
で
、
通
常
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
に
、
ボ
ー
ル
に
な
れ
る

た
め
の
ゲ
ー
ム
や
遊
び
感
覚
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
練
習
を
行
な
っ
た
。
非
常
に
短
い
期
間
の
練
習

で
あ
っ
た
が
、
少
な
い
練
習
時
間
を
大
切
に
し
、
確
実
に
上
達
し
て
い
く
子
供
達
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
昨
年
同
様
リ
マ
日
本
人
学
校
へ
訪
問
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
リ
マ
日
本
人
学
校
で
は
、

野
球
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
同
行
の
生
徒
は
野
球
未
経
験
者
が
多
く
、
み
ん
な
で
練
習
内
容
を
考
え
実

行
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
生
徒
が
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
く
れ
て
非
常
に
に
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。

今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
ペ
ル
ー
で
様
々
な
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
た
く
さ
ん
の

多
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
日
本
に

帰
っ
て
き
た
際
に
、
知
識
や
、
経
験
を
多
く
の
方
々
に
還
元
す
る
こ
と
も
大
切
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
精
神
や
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
う
。

　

今
回
、
私
た
ち
の
派
遣
に
際
し
ま
し
て
、
ご
指
導
、
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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